
5． PAZ内の全面緊急事態
における対応

＜対応のﾎﾟｲﾝﾄ＞
1. ﾊﾞｽ避難に必要となる輸送能力を確保し、避難を開始すること。

2. 避難先の受入れ体制を整えること。

3. 安定ﾖｳ素剤を配布していない者等に、緊急配布すること。
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 東海村におけるPAZ内の住民については、自家用車で避難する住民は、自家用車により、避難先

に移動。

 ﾊﾞｽで避難する住民は、徒歩等で各ﾊﾞｽ集合場所に集合し、ﾊﾞｽにより避難先に移動。

東海村におけるPAZ内の住民の避難先及び避難住民数
とう かい むら

避難元：泊村

自家用車

徒歩等

ﾊﾞｽ

一時滞在場所 ： 札幌市南区体育館

（ ）は収容可能人数

避難先【札幌市】 ： ｱﾊﾟﾎﾃﾙ＆ﾘｿﾞｰﾄ〈札幌〉（3,065人）

ﾊﾞｽ集合場所：10箇所

：堀株地区集会所

：渋井地区集会所

：泊中学校

：泊村総合福祉ｾﾝﾀｰ

：芽沼地区集会所

：泊村公民館

：臼別地区集会所

：泊村ｱｲｽｾﾝﾀｰ

：泊地区集会所

：照岸・糸泊地区集会所

45
※1 避難先については、啓発資料を全戸配布するとともに、訓練を通じて住民に周知
※2 避難対象者数は、PAZ圏内住民の合計数から施設敷地緊急事態で避難する住民を引いた数字であり、若干の増減がある

PAZ

UPZ
基本避難経路

泊村

ﾊﾞｽ集合場所（10箇所）

PAZ圏内
地域 ﾊﾞｽ避難者数

自家用車
避難者数

泊村 1,136人 473人 663人

避難

対象者

とうかいむら

さっぽろし

さっぽろし さっぽろ

とまりむら

とまりむら

とまりむら

とまりむら

とまりむら

とまりむら とまり

ほりかっぷ

しぶい

とまり

かやぬま

うすべつ

てるきし いとどまり

みなみく

差し替え
（イメージとして他地域のものを記載）

（5-1）



 日立市におけるPAZ内の住民については、自家用車で避難する住民は、自家用車により避難中継

所を経由して避難先に移動。

 ﾊﾞｽで避難する住民は、徒歩等で各ﾊﾞｽ集合場所に集合し、ﾊﾞｽにより避難先に移動。

日立市におけるPAZ内の住民の避難先及び避難住民数
ひ たち し

避難元：泊村

自家用車

徒歩等

ﾊﾞｽ

一時滞在場所 ： 札幌市南区体育館

（ ）は収容可能人数

避難先【札幌市】 ： ｱﾊﾟﾎﾃﾙ＆ﾘｿﾞｰﾄ〈札幌〉（3,065人）

ﾊﾞｽ集合場所：10箇所

：堀株地区集会所

：渋井地区集会所

：泊中学校

：泊村総合福祉ｾﾝﾀｰ

：芽沼地区集会所

：泊村公民館

：臼別地区集会所

：泊村ｱｲｽｾﾝﾀｰ

：泊地区集会所

：照岸・糸泊地区集会所
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※1 避難先については、啓発資料を全戸配布するとともに、訓練を通じて住民に周知
※2 避難対象者数は、PAZ圏内住民の合計数から施設敷地緊急事態で避難する住民を引いた数字であり、若干の増減がある

PAZ

UPZ
基本避難経路

泊村

ﾊﾞｽ集合場所（10箇所）

PAZ圏内
地域 ﾊﾞｽ避難者数

自家用車
避難者数

泊村 1,136人 473人 663人

避難

対象者

ひ たち し

さっぽろし

さっぽろし さっぽろ

とまりむら

とまりむら

とまりむら

とまりむら

とまりむら

とまりむら とまり

ほりかっぷ

しぶい

とまり

かやぬま

うすべつ

てるきし いとどまり

みなみく

差し替え
（イメージとして他地域のものを記載）

（5-1）



 ひたちなか市におけるPAZ内の住民については、自家用車で避難する住民は、自家用車により避

難中継所を経由して避難先に移動。

 ﾊﾞｽで避難する住民は、徒歩等で各ﾊﾞｽ集合場所に集合し、ﾊﾞｽにより避難先に移動。

ひたちなか市におけるPAZ内の住民の避難先及び避難住民数

避難元：泊村

自家用車

徒歩等

ﾊﾞｽ

一時滞在場所 ： 札幌市南区体育館

（ ）は収容可能人数

避難先【札幌市】 ： ｱﾊﾟﾎﾃﾙ＆ﾘｿﾞｰﾄ〈札幌〉（3,065人）

ﾊﾞｽ集合場所：10箇所

：堀株地区集会所

：渋井地区集会所

：泊中学校

：泊村総合福祉ｾﾝﾀｰ

：芽沼地区集会所

：泊村公民館

：臼別地区集会所

：泊村ｱｲｽｾﾝﾀｰ

：泊地区集会所

：照岸・糸泊地区集会所
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※1 避難先については、啓発資料を全戸配布するとともに、訓練を通じて住民に周知
※2 避難対象者数は、PAZ圏内住民の合計数から施設敷地緊急事態で避難する住民を引いた数字であり、若干の増減がある

PAZ

UPZ
基本避難経路

泊村

ﾊﾞｽ集合場所（10箇所）

PAZ圏内
地域 ﾊﾞｽ避難者数

自家用車
避難者数

泊村 1,136人 473人 663人

避難

対象者

さっぽろし

さっぽろし さっぽろ

とまりむら

とまりむら

とまりむら

とまりむら

とまりむら

とまりむら とまり

ほりかっぷ

しぶい

とまり

かやぬま

うすべつ

てるきし いとどまり

みなみく

差し替え
（イメージとして他地域のものを記載）

（5-1）



 那珂市におけるPAZ内の住民については、自家用車で避難する住民は、自家用車により、避難先

に移動。

 ﾊﾞｽで避難する住民は、徒歩等で各ﾊﾞｽ集合場所に集合し、ﾊﾞｽにより避難先に移動。

那珂市におけるPAZ内の住民の避難先及び避難住民数
な か し

避難元：泊村

自家用車

徒歩等

ﾊﾞｽ

一時滞在場所 ： 札幌市南区体育館

（ ）は収容可能人数

避難先【札幌市】 ： ｱﾊﾟﾎﾃﾙ＆ﾘｿﾞｰﾄ〈札幌〉（3,065人）

ﾊﾞｽ集合場所：10箇所

：堀株地区集会所

：渋井地区集会所

：泊中学校

：泊村総合福祉ｾﾝﾀｰ

：芽沼地区集会所

：泊村公民館

：臼別地区集会所

：泊村ｱｲｽｾﾝﾀｰ

：泊地区集会所

：照岸・糸泊地区集会所

48
※1 避難先については、啓発資料を全戸配布するとともに、訓練を通じて住民に周知
※2 避難対象者数は、PAZ圏内住民の合計数から施設敷地緊急事態で避難する住民を引いた数字であり、若干の増減がある

PAZ

UPZ
基本避難経路

泊村

ﾊﾞｽ集合場所（10箇所）

PAZ圏内
地域 ﾊﾞｽ避難者数

自家用車
避難者数

泊村 1,136人 473人 663人

避難

対象者

な か し

さっぽろし

さっぽろし さっぽろ

とまりむら

とまりむら

とまりむら

とまりむら

とまりむら

とまりむら とまり

ほりかっぷ

しぶい

とまり

かやぬま

うすべつ

てるきし いとどまり

みなみく

差し替え
（イメージとして他地域のものを記載）

（5-1）



東海村において全面緊急事態で必要となる輸送能力及びその確保

 東海村において全面緊急事態で必要となる輸送能力は、約●人分：ﾊﾞｽ●台であり、茨城県は〇〇
〇〇に住民避難用ﾊﾞｽの確保を要請。

 〇〇〇〇は、住民避難用ﾊﾞｽを調整・確保する。

想定対象人数※ 必要車両台数 備考

ﾊﾞｽにより避難する住民 473人 17台
ﾊﾞｽ集合場所にて乗車
１台あたり40人の乗車を想定
【資料P46】

※ 数字は現段階で泊村が把握している暫定値

49

＜泊村における全面緊急事態での輸送能力の確保＞

＜泊村において全面緊急事態で必要となる輸送能力＞

確保車両台数
備考

ﾊﾞｽ

（A）必要車両台数 17台

（B）確保車両台数 計17台以上

確
保
先

北海道ﾊﾞｽ協会 17台以上
PAZ・UPZ町村が所在する後志
地域のﾊﾞｽ会社が保有する車両
総数1,252台

※ 不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合、実動組織（警察、消防、海保庁、自衛隊）に支援を要請

とう かい むら

とまりむら

とまりむら

とまりむら

しりべし

差し替え
（イメージとして他地域のものを記載）

（5-2）



日立市において全面緊急事態で必要となる輸送能力及びその確保

想定対象人数※ 必要車両台数 備考

ﾊﾞｽにより避難する住民 473人 17台
ﾊﾞｽ集合場所にて乗車
１台あたり40人の乗車を想定
【資料P46】

※ 数字は現段階で泊村が把握している暫定値
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＜泊村における全面緊急事態での輸送能力の確保＞

＜泊村において全面緊急事態で必要となる輸送能力＞

確保車両台数
備考

ﾊﾞｽ

（A）必要車両台数 17台

（B）確保車両台数 計17台以上

確
保
先

北海道ﾊﾞｽ協会 17台以上
PAZ・UPZ町村が所在する後志
地域のﾊﾞｽ会社が保有する車両
総数1,252台

※ 不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合、実動組織（警察、消防、海保庁、自衛隊）に支援を要請

ひ たち し

とまりむら

とまりむら

とまりむら

しりべし

差し替え
（イメージとして他地域のものを記載）

（5-2）

 日立市において全面緊急事態で必要となる輸送能力は、約●人分：ﾊﾞｽ●台であり、茨城県は〇〇
〇〇に住民避難用ﾊﾞｽの確保を要請。

 〇〇〇〇は、住民避難用ﾊﾞｽを調整・確保する。



ひたちなか市において全面緊急事態で必要となる輸送能力及びその確保

想定対象人数※ 必要車両台数 備考

ﾊﾞｽにより避難する住民 473人 17台
ﾊﾞｽ集合場所にて乗車
１台あたり40人の乗車を想定
【資料P46】

※ 数字は現段階で泊村が把握している暫定値

51

＜泊村における全面緊急事態での輸送能力の確保＞

＜泊村において全面緊急事態で必要となる輸送能力＞

確保車両台数
備考

ﾊﾞｽ

（A）必要車両台数 17台

（B）確保車両台数 計17台以上

確
保
先

北海道ﾊﾞｽ協会 17台以上
PAZ・UPZ町村が所在する後志
地域のﾊﾞｽ会社が保有する車両
総数1,252台

※ 不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合、実動組織（警察、消防、海保庁、自衛隊）に支援を要請

とまりむら

とまりむら

とまりむら

しりべし

差し替え
（イメージとして他地域のものを記載）

（5-2）

 ひたちなか市において全面緊急事態で必要となる輸送能力は、約●人分：ﾊﾞｽ●台であり、茨城県
は〇〇〇〇に住民避難用ﾊﾞｽの確保を要請。

 〇〇〇〇は、住民避難用ﾊﾞｽを調整・確保する。



那珂市において全面緊急事態で必要となる輸送能力及びその確保

想定対象人数※ 必要車両台数 備考

ﾊﾞｽにより避難する住民 473人 17台
ﾊﾞｽ集合場所にて乗車
１台あたり40人の乗車を想定
【資料P46】

※ 数字は現段階で泊村が把握している暫定値
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＜泊村における全面緊急事態での輸送能力の確保＞

＜泊村において全面緊急事態で必要となる輸送能力＞

確保車両台数
備考

ﾊﾞｽ

（A）必要車両台数 17台

（B）確保車両台数 計17台以上

確
保
先

北海道ﾊﾞｽ協会 17台以上
PAZ・UPZ町村が所在する後志
地域のﾊﾞｽ会社が保有する車両
総数1,252台

※ 不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合、実動組織（警察、消防、海保庁、自衛隊）に支援を要請

な か し

とまりむら

とまりむら

とまりむら

しりべし

差し替え
（イメージとして他地域のものを記載）

（5-2）

 那珂市において全面緊急事態で必要となる輸送能力は、約●人分：ﾊﾞｽ●台であり、茨城県は〇〇
〇〇に住民避難用ﾊﾞｽの確保を要請。

 〇〇〇〇は、住民避難用ﾊﾞｽを調整・確保する。



 PAZ内のﾊﾞｽにより避難する住民は合計約●人。

 東海村では、●箇所のﾊﾞｽ集合場所を設置し、ﾊﾞｽにより避難する住民は、あらかじめ指定されたﾊﾞ
ｽ集合場所に集合。

東海村におけるﾊﾞｽ避難の住民の数

とう かい むら

とまり

ﾊﾞｽ集合場所
ﾊﾞｽ

必要台数

堀株地区集会所 60人 2台

渋井地区集会所 9人 1台

泊中学校 41人 2台

泊村総合福祉ｾﾝﾀｰ 59人 2台

茅沼地区集会所 60人 2台

泊村公民館 50人 2台

臼別地区集会所 31人 1台

泊村ｱｲｽｾﾝﾀｰ 16人 1台

泊地区集会所 39人 1台

照岸・糸泊地区集会所 108人 3台

合 計：10箇所 473人 17台
：各集落ごとのﾊﾞｽ集合場所10箇所

照岸・糸泊地区集会所

泊地区集会所
泊村ｱｲｽｾﾝﾀｰ

臼別地区集会所

泊村公民館

茅沼地区集会所

泊村総合福祉ｾﾝﾀｰ

泊中学校

渋井地区集会所

堀株地区集会所
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PAZ

泊村役場

災害対策本部

※ 数字は現段階で泊村が把握している暫定値

とう かい むら

とまりむら

とまりむら

ほりかっぷ

しぶい

とまり

とまりむら

とまりむら

とまりむら

とまり

かやぬま

うすべつ

てるきし いとどまり

とまりむら

とまりむら

とまり

とまり

とまりむら

かやぬま

うすべつ

しぶい

ほりかっぷ

てるきし いとどまり

差し替え
（イメージとして他地域のものを記載）
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 PAZ内のﾊﾞｽにより避難する住民は合計約●人。

 日立市では、●箇所のﾊﾞｽ集合場所を設置し、ﾊﾞｽにより避難する住民は、あらかじめ指定されたﾊﾞ
ｽ集合場所に集合。

日立市におけるﾊﾞｽ避難の住民の数

とまり

ﾊﾞｽ集合場所
ﾊﾞｽ

必要台数

堀株地区集会所 60人 2台

渋井地区集会所 9人 1台

泊中学校 41人 2台

泊村総合福祉ｾﾝﾀｰ 59人 2台

茅沼地区集会所 60人 2台

泊村公民館 50人 2台

臼別地区集会所 31人 1台

泊村ｱｲｽｾﾝﾀｰ 16人 1台

泊地区集会所 39人 1台

照岸・糸泊地区集会所 108人 3台

合 計：10箇所 473人 17台
：各集落ごとのﾊﾞｽ集合場所10箇所

照岸・糸泊地区集会所

泊地区集会所
泊村ｱｲｽｾﾝﾀｰ

臼別地区集会所

泊村公民館

茅沼地区集会所

泊村総合福祉ｾﾝﾀｰ

泊中学校

渋井地区集会所

堀株地区集会所
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PAZ

泊村役場

災害対策本部

※ 数字は現段階で泊村が把握している暫定値

ひ たち し

とまりむら

とまりむら

ほりかっぷ

しぶい

とまり

とまりむら

とまりむら

とまりむら

とまり

かやぬま

うすべつ

てるきし いとどまり

とまりむら

とまりむら

とまり

とまり

とまりむら

かやぬま

うすべつ

しぶい

ほりかっぷ

てるきし いとどまり

差し替え
（イメージとして他地域のものを記載）
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ひ たち し



 PAZ内のﾊﾞｽにより避難する住民は合計約●人。

 ひたちなか市では、●箇所のﾊﾞｽ集合場所を設置し、ﾊﾞｽにより避難する住民は、あらかじめ指定さ
れたﾊﾞｽ集合場所に集合。

ひたちなか市におけるﾊﾞｽ避難の住民の数

とまり

ﾊﾞｽ集合場所
ﾊﾞｽ

必要台数

堀株地区集会所 60人 2台

渋井地区集会所 9人 1台

泊中学校 41人 2台

泊村総合福祉ｾﾝﾀｰ 59人 2台

茅沼地区集会所 60人 2台

泊村公民館 50人 2台

臼別地区集会所 31人 1台

泊村ｱｲｽｾﾝﾀｰ 16人 1台

泊地区集会所 39人 1台

照岸・糸泊地区集会所 108人 3台

合 計：10箇所 473人 17台
：各集落ごとのﾊﾞｽ集合場所10箇所

照岸・糸泊地区集会所

泊地区集会所
泊村ｱｲｽｾﾝﾀｰ

臼別地区集会所

泊村公民館

茅沼地区集会所

泊村総合福祉ｾﾝﾀｰ

泊中学校

渋井地区集会所

堀株地区集会所

55

PAZ

泊村役場

災害対策本部

※ 数字は現段階で泊村が把握している暫定値

とまりむら

とまりむら

ほりかっぷ

しぶい

とまり

とまりむら

とまりむら

とまりむら

とまり

かやぬま

うすべつ

てるきし いとどまり

とまりむら

とまりむら

とまり

とまり

とまりむら

かやぬま

うすべつ

しぶい

ほりかっぷ

てるきし いとどまり

差し替え
（イメージとして他地域のものを記載）

（5-3）



 PAZ内のﾊﾞｽにより避難する住民は合計約●人。

 那珂市では、●箇所のﾊﾞｽ集合場所を設置し、ﾊﾞｽにより避難する住民は、あらかじめ指定されたﾊﾞ
ｽ集合場所に集合。

那珂市におけるﾊﾞｽ避難の住民の数

とまり

ﾊﾞｽ集合場所
ﾊﾞｽ

必要台数

堀株地区集会所 60人 2台

渋井地区集会所 9人 1台

泊中学校 41人 2台

泊村総合福祉ｾﾝﾀｰ 59人 2台

茅沼地区集会所 60人 2台

泊村公民館 50人 2台

臼別地区集会所 31人 1台

泊村ｱｲｽｾﾝﾀｰ 16人 1台

泊地区集会所 39人 1台

照岸・糸泊地区集会所 108人 3台

合 計：10箇所 473人 17台
：各集落ごとのﾊﾞｽ集合場所10箇所

照岸・糸泊地区集会所

泊地区集会所
泊村ｱｲｽｾﾝﾀｰ

臼別地区集会所

泊村公民館

茅沼地区集会所

泊村総合福祉ｾﾝﾀｰ

泊中学校

渋井地区集会所

堀株地区集会所

56

PAZ

泊村役場

災害対策本部

※ 数字は現段階で泊村が把握している暫定値

な か し

とまりむら

とまりむら

ほりかっぷ

しぶい

とまり

とまりむら

とまりむら

とまりむら

とまり

かやぬま

うすべつ

てるきし いとどまり

とまりむら

とまりむら

とまり

とまり

とまりむら

かやぬま

うすべつ

しぶい

ほりかっぷ

てるきし いとどまり

差し替え
（イメージとして他地域のものを記載）

（5-3）

な か し



東海村におけるPAZ内から避難先までの主な経路

57

 自然災害等により避難経路が使用できない場合を想定して、基本避難経路及びその他避難経路を設定。

PAZ

UPZ

一時滞在場所

（札幌市南区体育館）

避難先

：ｱﾊﾟﾎﾃﾙ＆ﾘｿﾞｰﾄ〈札幌〉

（札幌市）

基本避難経路
国道229号→道道818号→
道道269号→国道276号→
国道5号→札樽自動車道

泊村
1,136人

基本避難経路
国道229号→道道998号→
国道229号→国道5号→札樽自動車道 その他避難経路(1)

国道229号→道道998号→国道229号→国道5号→

国道5号→札樽自動車道

道道753号→ 北後志東部広域農道→
道道36号→国道393号→

その他避難経路(2)
国道269号→国道276号→
国道393号→札樽自動車道
国道230号

とう かい むら

とまりむら

さっぽろし

さっぽろし

さっぽろ

さっそん

さっそん

さっそん

さっそん

きたしりべし

みなみく

差し替え
（イメージとして他地域のものを記載）

（5-4）



日立市におけるPAZ内から避難先までの主な経路

58

 自然災害等により避難経路が使用できない場合を想定して、基本避難経路及びその他避難経路を設定。

PAZ

UPZ

一時滞在場所

（札幌市南区体育館）

避難先

：ｱﾊﾟﾎﾃﾙ＆ﾘｿﾞｰﾄ〈札幌〉

（札幌市）

基本避難経路
国道229号→道道818号→
道道269号→国道276号→
国道5号→札樽自動車道

泊村
1,136人

基本避難経路
国道229号→道道998号→
国道229号→国道5号→札樽自動車道 その他避難経路(1)

国道229号→道道998号→国道229号→国道5号→

国道5号→札樽自動車道

道道753号→ 北後志東部広域農道→
道道36号→国道393号→

その他避難経路(2)
国道269号→国道276号→
国道393号→札樽自動車道
国道230号

ひ たち し

とまりむら

さっぽろし

さっぽろし

さっぽろ

さっそん

さっそん

さっそん

さっそん

きたしりべし

みなみく

差し替え
（イメージとして他地域のものを記載）

（5-4）



ひたちなか市におけるPAZ内から避難先までの主な経路

59

 自然災害等により避難経路が使用できない場合を想定して、基本避難経路及びその他避難経路を設定。

PAZ

UPZ

一時滞在場所

（札幌市南区体育館）

避難先

：ｱﾊﾟﾎﾃﾙ＆ﾘｿﾞｰﾄ〈札幌〉

（札幌市）

基本避難経路
国道229号→道道818号→
道道269号→国道276号→
国道5号→札樽自動車道

泊村
1,136人

基本避難経路
国道229号→道道998号→
国道229号→国道5号→札樽自動車道 その他避難経路(1)

国道229号→道道998号→国道229号→国道5号→

国道5号→札樽自動車道

道道753号→ 北後志東部広域農道→
道道36号→国道393号→

その他避難経路(2)
国道269号→国道276号→
国道393号→札樽自動車道
国道230号

とまりむら

さっぽろし

さっぽろし

さっぽろ

さっそん

さっそん

さっそん

さっそん

きたしりべし

みなみく

差し替え
（イメージとして他地域のものを記載）

（5-4）



那珂市におけるPAZ内から避難先までの主な経路

60

 自然災害等により避難経路が使用できない場合を想定して、基本避難経路及びその他避難経路を設定。

PAZ

UPZ

一時滞在場所

（札幌市南区体育館）

避難先

：ｱﾊﾟﾎﾃﾙ＆ﾘｿﾞｰﾄ〈札幌〉

（札幌市）

基本避難経路
国道229号→道道818号→
道道269号→国道276号→
国道5号→札樽自動車道

泊村
1,136人

基本避難経路
国道229号→道道998号→
国道229号→国道5号→札樽自動車道 その他避難経路(1)

国道229号→道道998号→国道229号→国道5号→

国道5号→札樽自動車道

道道753号→ 北後志東部広域農道→
道道36号→国道393号→

その他避難経路(2)
国道269号→国道276号→
国道393号→札樽自動車道
国道230号

な か し

とまりむら

さっぽろし

さっぽろし

さっぽろ

さっそん

さっそん

さっそん

さっそん

きたしりべし

みなみく

差し替え
（イメージとして他地域のものを記載）

（5-4）



61

避難を円滑に行うための対応策①

 住民の避難が円滑に進むよう，茨城県警察は，ヘリコプター，車両感知器等を活用して，交通状況を
把握するとともに，交通規制を行う。

 交通誘導対策
自家発電機能付の信号機の設置や

主要交差点等における町村職員や北

海道警察職員等による交通整理を行い、

円滑な避難誘導を実施

 交通広報対策
日本道路交通情報ｾﾝﾀｰ（JARTIC）、道

路情報板等を活用した広報

光ﾋﾞｰｺﾝを活用した交通情報提供ｼｽﾃ

ﾑ（AMIS）による広報

 交通規制対策
必要に応じた原子力発電所方面への

車両等の進入の抑制や主要交差点に

おける信号操作等により避難の円滑化

を図る

泊地域における交通対策
【自家発電機能付信号機】

避難経路に11箇所設置

【交通情報板】

避難経路に19箇所

（札幌市内8箇所含む）設置

とまり

PAZ

UPZ

【道路情報板】

避難経路等に99箇所設置

【凡例】

：自家発電機能付信号機

：交通整理地点

：交通規制地点

：交通情報板

：道路情報板

泊村一時滞在場所

（札幌市南区体育館）

共和町避難先 (兼 一時滞在場所)

（ﾙｽﾂﾘｿﾞｰﾄ）

きょうわちょう

とまりむら

さっぽろし

さっぽろし

みなみく

（5-5）

差し替え
（イメージとして他地域のものを記載）



避難を円滑に行うための対応策②

 茨城県、東海村、日立市、ひたちなか市、那珂市では、発電所で緊急事態が発生した場合におけ
る住民が取るべき行動や避難先等の情報についての普及啓発を継続的に実施。

62

避難車両ｼｰﾙ 北海道原子力防災ｶﾚﾝﾀﾞｰ
（裏表紙にはﾊﾞｽ集合場所を記載）

原子力防災のしおり

（5-5）

差し替え
（イメージとして他地域のものを記載）



63

自然災害等により避難先が被災した場合の避難先の調整 （5-6）

UPZ

PAZ

対応方針について検討中

＜県の管理道路＞
県災害警戒本部が応急復旧
作業を実施。

＜直轄国道＞
国土交通省九州地方整備局が
応急復旧作業を実施。

 災害発生時には、各管理道路のﾊﾟﾄﾛｰﾙを実施
し、被害の状況等を把握。

 道路の被害状況を踏まえ、国、県がそれぞれ
建設業協会等と締結している協定等をもとに、
応急復旧工事を実施。

差し替え
（イメージとして他地域のものを記載）
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